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ASEAN 地域を横断的に検索できる特許、商標、意匠データベースとして存在した

「ASEAN PATENTSCOPE」が 2023 年に「ASEAN IP REGISTER」にリニューアル

され、これまでに特に ASEAN 地域で関心の高い商標、意匠の状況を簡単に紹介してき

ました 1), 2), 3), 4), 5)。  
 WIPO が支援して立ち上げた ASEAN IP REGISTER とは別に、WIPO 本家が従来

から全世界をカバーする特許データベース PATENTSCOPE が知られていますが、こち

らにも 2017 年以降、ASEAN の特許情報が原語情報を含み、過去に遡って収録される

ようになりました。 
 ASEAN の特許情報を調査する場合に、どちらを使用すればよいか、という質問もい

ただきますのでその参考情報としていくつか検証してみました。 
 
１．出願推移 

以下は単に出願日のみに着目してその収録（出願推移）を見てみたものです。 
/PS は PATENTSCOPE の、/AIR は ASEAN IP REGISTER の出願推移です。 

 
  図１．ID    図２．MY 

 
  図３．PH    図４．SG 



 

  図５．TH    図６．VN 
 
 データ収録日は以下も含め、2025 年 3 月 20 日です。出願年推移であるので直近数年

は減少しているように見えてしまいます。 
 ASEAN 主要 6 か国の比較のみですが、ID と TH を除き、PS の収録が少しイレギュ

ラーです。また、本来は各国庁データベースの収録を同時に比較すれば PS や AIR の欠

落状況も把握できるのですが、今回は SG 庁データベース IPOS と VN 庁データベース

IP Viet Num の特許情報のみです。 
 

SG は 2023 年以降の収録は PS、AIR とも収録ゼロですが、自国の IPOS にはもちろ

ん収録があります（図４）。現時点では、IPOS に 2023 年（7282 件）、2024 年（2645
件）の収録がありますが、PSおよびAIRに自国のデータを送っていないのでしょうか。 

 
VN では AIR と IP Viet Num の出願推移はほぼ重なっています。 
 
AIR では複雑なコマンド検索（Advanced Search）はできませんが PS では各種のタ

ームを組み合わせた and / or / andnot(not)検索が可能です。 
ブルネイ(BN)、カンボジア(KH)、ラオス(LA)は収録数も少なく割愛しました。 
 
２．発明の名称等の収録 
 PS では、発明の名称、要約、請求の範囲、詳細説明などの別に、ID_TI:[* TO *]（発

明の名称中に何らかのインドネシア語があるもの）、ID_AB:[* TO *]（要約中に何らか

のインドネシア語があるもの）、EN_TI:[* TO *]（発明の名称中に何らかの英語情報が

あるもの）、EN_AB:[* TO *]（要約中に何らかの英語情報があるもの）のようにフィー

ルド中の用語の存在を確認できるコマンドがあるので、その状況を確認しておきたい。 
 発明の名称、要約だけでなく、請求の範囲(CL)、詳細説明(DE)中の用語の存在も確

認できますが、PH 以外の ID, TH, VN, MY, SG では CL および DE 中に原語情報、英

語情報の収録はないようです。 



 
 2000 年～2024 年公開特許を基に ASEAN6 か国の内、原語と英語情報を収録してい

る ID、TH、VN の状況を表１に、英語情報のみを収録している MY、PH、SG の状況

を表２に示しました。 
 

表１．インドネシア / タイ / ベトナムの発明の名称/要約の収録状況 

 
 

表２．マレーシア/ フィリピン / シンガポールの発明の名称/要約の収録状況 

 
 
 原語と英語からそれぞれ、あるいは同時に検索が可能な ID / TH / VN の 3 か国では

原語か英語いずれかの情報が収録されているかどうかも確認しました（表１下部）。 
 
ID の検索式例：いずれも内国出願に限定しました。 

CTR:ID and DP:[2000 TO 2024] and ID_TI:[* TO *] 発明の名称中の原語情報 
CTR:ID and DP:[2000 TO 2024] and ID_AB:[* TO *]  要約中の原語情報 
CTR:ID and DP:[2000 TO 2024] and EN_TI:[* TO *] 発明の名称中の英語情報 
CTR:ID and DP:[2000 TO 2024] and EN_AB:[* TO *]  要約中の英語情報 
CTR:ID and DP:[2000 TO 2024] and (ID_TI:[* TO *] or EN_TI:[* TO *]) 
 発明の名称中の原語と英語 
CTR:ID and DP:[2000 TO 2024] and (ID_AB:[* TO *] or EN_AB:[* TO *]) 

  要約中の原語と英語 
 



 ID、TH、VN 共に原語と英語両方で検索すればかなりカバーできることが分かりま

した。PH と SG の英語要約情報収録は不充分なようです。 
 
 参考情報として、中国、韓国、日本の東アジア３国の状況についても確認しました。 
 

表３．CN / KR / JP の発明の名称～詳細説明の収録状況 

 
 ZH は中国の、KO は韓国の、JA は日本の言語コードです。やはり、2000 年～2024
年公開特許を元に収録率を算出しました。 
 
 原語ではいずれの３国も発明の名称～詳細説明までほぼ収録されているようですが、

英語情報は収録率は高いとは言えません。発明の名称と要約には英語情報が収録され、

請求の範囲や詳細説明は未収録のようです。 
 しかし、東アジアの 3 国共、原語＋英語でかなりの部分がカバーできるようです。 
検索式は ASEAN 各国と同様。 
 

中国の発明の名称中に中国語、英語いずれか存在する場合の検索式例： 
CTR:CN and DP:[2000 TO 2024] and (ZH_TI:[* TO *] or EN_TI:[* TO *]) 

  
  



では、次に具体例でその収録状況を見てみたいと思います。ここでも 2010 年～2024
年の公開特許を対象にしています。 
 
１）特許分類収録検証 

表４．IPC 比較 

 
 AIR ではメイングループの検索ができません。 
 
２）出願人収録検証 

表５．出願人比較 

 
 出願人の比較、用語の比較でもそれぞれ異表記（UNICHARM と"UNI CHARM"な
ど）が存在しますが、同じ出願人表記での比較としたため網羅していません。 
 全体的に収録は、PS ＞ AIR であることが窺えます。 
 
  



３）用語収録検証（発明の名称） 
表６．用語比較（発明の名称） 

 
用語でもいくつかの異表記が存在しますが、それぞれ主なもので比較したものであり、

網羅的に抽出したものではありません。 
 

 また、出願人名、用語共にスペースやハイフンで表示されているフレーズの場合には、

PS ではダブルクォーテーションで囲む必要がありますが("three dimension* print*")、
囲まないと and 演算となります。 
 AIR では、three dimension* print*とダブルクォーテーションで囲まなくてもフレ

ーズ検索し、ダブルクォーテーションで囲むと検索できません。 
 
  



３．PATENTSCOPE の中国出願番号の異常について 
 PS の収録に関して 2019 年時点から改善されていない中国出願番号の異常表記につ

いて再確認しました。 
 
 既報 6)で紹介しましたように PS の中国特許情報中、一部の出願番号形式が韓国特許

の出願番号形式になっていることを指摘させていただきました（5 年も前のことです）。 
本 来 、 AN:CN201510131984 で 検 索 さ れ る べ き も の で も PS に は AN: 

102015000131984 と表記されていますので AN:102015000131984 と検索しないと抽

出できません。 
 その数は、2019 年 4 月時点では 745,204 件でしたが、2025 年 3 月時点では 748,755
件と若干増えています。2010 年以降 2024 年までの中国特許出願総数は 38,135,661 件

ですから（中国特許庁公表の出願数ではなく、あくまでもデータベースで検索したデー

タによる）「たかだか２％程度」とも言えますし、調査実務では出願番号検索する頻度

も低いので無視できるかもしれません。 
 

表７．中国特許の出願番号異常表記 

 
① PS1：PS による異常な CN 内国出願番号出現数 
② PS2：PS による正常な CN 内国出願番号出現数 
③ PS1+PS2：PS の CN 内国出願番号から得られる出現総数 
④ (CN 庁内国)CNIPR：中国特許庁傘下の IPPH データベースによる内国出願数 
⑤ PS3：PS による PCT 出願番号出現数 
⑥ (CN 庁内国)CNIPR：中国特許庁傘下の IPPH データベースによる PCT 出願数 
⑦ 内国収録：CN 内国出願の PS 収録率 （③ / ④） 



⑧ PCT 収録：CN PCT 出願の PS 収録率 （⑤ / ⑥） 
 

PS の PCT 出願番号には異常表記は認められませんが、2013 年～2015 年の PCT 出

願番号収録率が若干低いことが認められます。 
PS の出願番号の同様な異常表記は実用新案でも存在します。 
 

 また、表７の 2020 年の内国出願数（正常表記）は 1,988,876 件ですが、CNIPR の

内国出願数 1,497,662 件より異常に多い点も気にかかりますが原因は未検証です。 
 
４．まとめ 
 PATENTSCOPEとASEAN IP REGISTERの比較ということで出願推移なども紹介

しましたが、単に出願日、公開日、登録日など日付からのデータ収録だけでは見えない

ものがあります。 
 
 PATENTSCOPE には多彩なコマンドがあるのは置いておいても Advanced Search
などで各種タームを組み合わせたコマンド検索機能が利用できるのは無料データベー

スとしては大きな威力です。 
特に ASEAN などの新興国各国庁のデータベースではフィールド間の and 検索がで

きるだけでは不充分ですが、and 検索と or 検索を組み合わせたり、時には andnot な

どの not 検索もできることは PATENTSCOPE の魅力であります。 
 

 さらに、商用英語データベースでは ASEAN など新興国の英語情報収録が不充分、あ

るいは各国原語情報を収録しているものは多くないようです。英語情報だけでなく原語

情報も収録し、同時検索（抽出）できる点は PATENTSCOPE の大きなアドバンテージ

です。 
 
 ASEAN IP REGISTER も各国庁データベースにアクセスせずとも各国横断的に検

索できる点は大きな魅力であり、Applicant Country などでの抽出や Status Code など

で絞ったり、多彩なフィールドを有しますが、やはり、PATENTSCOPE のようなコマ

ンド検索機能が欲しいところです。 
 
 出願年推移などでは判別しがたいところもありますが、具体的な検索例ではまだまだ

PATENTSCOPE に及ばないようです。今後のデータ収録に期待したいものです。もち

ろん、現状のデータ収録では、PATENTSCOPE > ASEAN IP REGISTER であっても

PATENTSCOPE がすべてカバーしている訳でもないと思いますので、ASEAN の情報

は両方のデータベースで情報を抽出して解析することが求められます。 
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